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慢業をサボる生徒が多い 807 -.050 
綬業中 l 私語をする生徒が多い 803 ー149
学習意欲が低い生徒が多い。 662 138 
教師への反抗心が強い生徒が多い 654 202 
教師と関わろうとしない生徒が多い 072 719 
表面的なかかわりしか待てない生徒が多い 一150 681 
他人に無関心な生徒が多い 012 490 
素直な生徒が多い 127 -.440 
不安感の強い生徒が多い 001 035 
障がいを持つ生徒が多い 136 -.078 
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これらの項目で因子分析を行った結果が表 1である。第 1因子には反学校的文化を指摘する
項 目が多く，第 2因子には非社会的な傾向を示す項 目が多い。また第 3因子には社会との関係
性に困難を抱える状況を示す項目があるため，それぞれ 「反社会因子Jr非社会因子Jr脱社会


















を示したのが図 3~5 である 。 (%) (%) 
通信 。
昼間部 3 ・混在型
多部 .. 44 ・I36 ・脱社会型
町田社会型




































可能ではある。 こういった教育方法はまた別に論 じられるべきであるが，こ こでは混在状況が
教員のしんどさに関わっているという仮説を検討していく 。
図 6は自校の教員の様子について尋ねた設聞のそれぞれの割合を示 したものであり ，表 2は
その因子分析の結果である。その結果 「疲れているJr心のゆとりがない」 という 「疲労因子」
と， r仕事に意味を感じていないJr仕事に心から喜びを感じている J(マイナス項 目)rうま く
人間関係を保てない」 とい う I喪失因子」が得られた。
ここで得られた因子得点を用い，生徒の様子によ って分類したク ラスタによって分散分析を
行った結果が表 3である。混在型の高校は疲労因子得点が脱社会型 ・順社会型の類型よりも有






O判 20% 40弘 60% 80% 100特

















同僚や生徒とうまく人間関係を保てない先生が多い 1621 .600 
因子抽出法主因子法 回転法 Kaiserの正規化を伴う7'ロマリス法
因子相関行列 疲労因子 1.000 .244 
喪失因子 244 1.000 
表 3 生徒の様子クラスタによ る教員の困難状況(分散分析)
疲労因子得点 喪失因子得点
度数平均標準偏差 F値 度数平均標準偏差 F値
混在 47 0m〉07S210仙梓
脱 54 -0. 202 1 O. 868 54 -0.371 / 0.831 
目軍 25 -0.318/0.811 25 0.035 0.847 
多重比較はBonferroni法を用い、有意差ωく0.05)があるべアは括弧で示した。
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自校の生徒像ははっきりとしていない -.215・ 353 







表 5 生徒の様子クラ λタと学校アイデンティティ(分散分析)
近代的アイデンテイ子イ因子得点 現代的アイデンテイ子ィ因子得点
度数平均標準偏差 F値 度数平均標準偏差 F値











































図 9 生徒の様子 クラスタ~Ij学校アイデンティティ





度数 平均 標準偏差 F値 度数 平均 標準偏差 F値
64 -0.079 0.828 2.55 64 -0.147、0.1.4 8.38等水*
28 -0.179 1.108 28 -0.236 J 0.209 
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成 19~21 年度 「地域社会の変容下における定時制高等学校の危機 k 対応過程J 代表者 高口明久→柿内
真紀)。本調査は同研究会による補足調査の位置づけで行われた。
i 柿内真紀 大谷直史 士田美幸「現代における定時制高校の役割JW鳥取大学生涯教育総合センター研
究紀要』第 6号， 2009年。大谷直史 ・柿内真紀・太田美幸 「現代における定時制高校の役割(I)J W日本
教育社会学会大会発表要旨集録』第 61号， 2009年。
i士大介「若者のコミュニケーショ y変容と新しいメディア JW子ども ・青少年とコミュニケーション』
続本良明 白船津衛編，北樹出版， 1999年。
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